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令和２年第５回仙北市議会定例会 市政報告

令和２年第５回仙北市議会定例会の開会にあたり、新型コロナウ

イルス感染症対策等、主要事項についてご報告します。

はじめに、新型コロナウイルス感染症対策関連についてです。

新型コロナウイルス感染症対策について、５月２５日、国では緊

急事態宣言を全国で解除することを発表しました。これを受けて、

秋田県では、県外との往来の自粛については５月３１日で終了する

としているものの、北海道、埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県

との往来は、６月１８日まで自粛することを呼びかけています。ま

た、観光に関しても６月１８日までは県内観光にとどめることを要

請しています。

こうした状況を踏まえ、６月１日に開催した市の対策本部会議で

は、一部県外への移動の自粛や密閉、密集、密接の３つの密を避け

ることなど、基本的に国、県の方針に沿って感染拡大防止に引き続

き取り組んでいくことを確認しました。また、不特定多数の人が訪

れる公共施設については、５月３１日まで休館・休止にしていまし

たが、６月１日からは感染防止策を講じた上で、一部を除いて施設

を再開しています。

◇新型コロナウイルス感染症防止対策物資の寄附について

県内の事業所及び国外からマスクなどの感染予防物資の寄附をい

ただきました。

４月１３日、大仙市大曲の鍼灸整骨院 絆（きずな）院長 佐藤

拓朗（たくろう）氏よりマスク製作用不織布ガーゼ２０００枚をい

ただき、教育委員会を通じて市内小中学校の児童生徒に配布してい

ます。

また、５月１５日には、秋田市の加藤建設株式会社様よりマスク
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１，０００枚、５月２５日には、仙北市田沢湖出身の石郷岡篤（あ

つし）氏よりマスク６，６００枚、６月１日には、台湾台北市温泉

発展協会理事長 周水美氏よりマスク４００枚、６月３日には、一

般社団法人日中一帯一路（にっちゅういったいいちろ）促進協会理

事長 髙邑勉（たかむら つよむ）氏よりマスク５，０００枚をい

ただきました。これらのマスクは市内の妊婦さんや市内障がい者福

祉施設等への配布を予定しています。

皆様から寄附いただいた物資は、感染予防対策に最大限活用させ

ていただきます。厚く御礼を申し上げます。

◇特別定額給付金事業について

５月１３日から受付を始めた特別定額給付金は、５月１５日から

指定された口座に振込を開始し、６月３日現在の受理件数が、１０，

５７５世帯中１０，４２０件となっています。口座振込件数は、６

月４日振込分まで１０，３９３件で、９８．３％の支給率となって

います。まだ申請されていない方については、福祉事務所など関係

機関と連携し、ご自宅に伺い申請手続きの補助をするなど、きめ細

かな対応に努め、速やかな申請が行われるように取り組みます。

◇福祉関係の生活支援について

生活費用等の貸し付けや総合的な支援については、市社会福祉

協議会が窓口を設置しているほか、同協議会内に「仙北市自立相

談応援センター」を設置し、市と連携して生活困窮者にかかる自

立相談支援業務を行っています。相談件数は例年に比べ、３倍程

度増えている状況です。

また、一定期間の家賃相当額の支援を目的とする「住居確保給

付金」についても、相談件数が増えていることから本定例会へ所

要経費を計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

今後、生活相談の更なる増加が予想されます。生活保護制度へ

のつなぎと併せて適切な対応に努めます。
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◇第１次経済支援対策の状況について

新型コロナウイルス感染症の拡大により資金繰りに支障をきたし

ている事業者を支援する融資制度の申請は、６月３日現在で認定件

数１５４件、申請予定額２４億５，４２０万円です。内訳は、セー

フティネット認定件数５３件、申請予定額６億２，４３０万円、危

機関連認定件数１０１件、申請予定額１８億２，９９０万円となっ

ています。

また、市内事業者の事業継続を支援する事業継続支援金の申請状

況は、６月３日現在で申請件数２４０件、申請額５，３２０万円で、

内訳は、宿泊・飲食業が５２件、申請額１，５６０万円、宿泊・飲

食業以外が１８８件、３，７６０万円となっています。

なお、本事業の申請受付期間を６月１９日までとしていましたが、

５月分の減収に係る申請が多いと見込まれるため、６月３０日まで

延長することにしました。

◇第２次経済支援対策について

緊急事態宣言が解除され、段階的に行動の制限も解除されつつあ

りますが、それに併せて、経済活動を少しずつ再開していくことが

必要になっていて、本定例会に第２次の経済支援対策の関係予算を

提案しています。

児童手当受給世帯に子ども一人あたり１万円の臨時特別給付金が

支給される国の制度に併せて、市独自に４月１日時点で１８歳未満

の子どものいる子育て世代に、子ども一人あたり２万円を支給する

「子育て世帯応援事業」に取り組みます。

上水道料金は、４月分、５月分の基本料金相当額を７月分、８月

分で減免し、ホテル、旅館等の温泉供給料金は、４月分、５月分を

減免します。また、小学校、中学校の４月から夏休みまでの給食費

を減免するほか、市の公共施設の観覧料を令和３年３月まで無料と

します。
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市内事業者の事業継続と販売促進のため、「新規事業継続チャレ

ンジ支援事業」と「物産オンライン販売促進事業」により新たに必

要となる経費を支援します。

農家民宿への誘客促進のため、「教育旅行の農泊推進地域元気づ

くり事業」により、小中学校の教育旅行の誘致活動に取り組みます。

田沢湖・角館観光協会の運営支援やマスク、消毒液、防護服、フ

ィルム等の購入による感染症対策を進めます。

このほか、事業内容を精査している段階ですが、６月３日から申

し込みが始まった県で発行するプレミアム宿泊券を利用して、市独

自のインセンティブを付け誘客促進を図ります。

また、同じく県事業と協調してタクシー事業者の支援を行います。

さらに、市独自のプレミアム付き商品券の発行も検討中です。そ

の実施方法について商工会と協議を進め、市民の消費喚起を図り、

地域経済の活性化を目指します。

以上の対策についての概要は、６月５日発行の緊急広報で市民の

皆様に周知することにしています。さらなる支援も随時検討します。

次に、一般会計補正予算（第３号及び第４号）についてです。

第３号補正の補正額は、１億１，０１６万９千円で、補正後の額

は、２４３億５，２１６万９千円です。追加事業は子育て世帯への

臨時特別給付金給付事業費、仙北市子育て世帯応援事業費、水道事

業会計補助金及び温泉事業会計補助金で、国及び市の新型コロナウ

イルス感染症緊急経済対策として早期に事業等を実施するため本日

の議決をお願いするものです。

第４号補正の補正額は、１億３，９９８万２千円で、補正後の額

は２４４億９，２１５万１千円です。追加事業は本庁舎等維持管理

費、高収益作物関連支援事業費、新規事業継続チャレンジ支援事業

費、仙北市物産オンライン販売促進事業費、田沢湖・角館観光協会

補助金、災害対策総務費、仙北市学校給食応援事業費などです。第
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２表繰越明許費は設定、第３表債務負担行為補正は追加、第４表地

方債補正は変更です。

なお、令和元年度一般会計決算見込み及び市税関係については、

５月３１日の出納閉鎖後の決算数値を精査し、最終確認を行った上

で本定例会中に報告の機会を持ちたいと思います。

それでは、各部局等の主要事項及び諸般の状況をご報告します。

【総務部】

◇高齢者叙勲の叙勲受章者について

５月１２日、高齢者叙勲の伝達があり、元田沢湖町議会議員の門

脇和正（かどわき かずまさ）氏が、地方自治功労により旭日単光

章を受章されました。この度の受章は、永年にわたる地方自治発展

のためにご尽力された功績が認められたものです。市民の皆様と共

にご労苦に感謝し、心からお祝いを申し上げます。

◇バイクによる交通死亡事故について

５月２４日午前１１時４０分頃、田沢湖玉川字下水無（しもみず

なし）地内で、秋田市在住３７歳男性が国道３４１号を仙北市方面

から鹿角市方向へバイクで進行中、対向車線側のガードレールに衝

突し、衝撃で沢へ転落しました。沢から救助されたのち、仙北市内

の病院へ搬送されましたが、数時間後に亡くなりました。ご冥福を

お祈りいたします。

警察をはじめ関係機関と協力し、事故防止啓発活動を実施するな

どして再発防止に努めます。

【観光商工部】

◇田沢湖黒沢工業団地への植物工場の進出について

田沢湖黒沢工業団地への進出を予定している植物工場について、

４月３０日付で事業主体となる現地法人の設立登記を終えたとの報
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告を受けています。法人の名称は「株式会社ハレタス田沢湖」で、

代表取締役は吉田裕幸（ひろゆき）氏です。

また、同法人はフランチャイズ型の植物工場としてリーフレタス

を主力商品として生産していく計画ですが、フランチャイズの相手

先は秋田県の２カ所を含む全国５カ所で植物工場を展開している

「株式会社バイテックベジタブルファクトリー」で、今後フランチ

ャイズ契約を締結し、全面的な栽培技術指導を受けるとともに商品

の全量買取と出荷先の確保等を担保に、より安全で安心な野菜の安

定供給体制の構築を目指すとしています。

５月２７日には、工業団地に隣接する中生保内集落の役員を対象

に地元説明会が開催され、集落役員９人、法人から３人、市から８

人が出席しました。説明会では、植物工場の概要や工場の建設スケ

ジュール等を説明し、工場は８月上旬に着工、来年３月下旬に完成

予定となっていて、来年４月の操業開始を目指しています。

集落の参加者からは、植物工場の生産の仕組みや流通についての

質問があったほか、冬期対策、インフラ整備などについて意見があ

り、地元として植物工場の進出を期待する声が多くありました。

今回は新型コロナウイルス対策もあり、役員に限定しましたが、

今後、事業の進捗状況により、集落全体の説明会の開催を検討して

いくことにしています。

【農林部】

◇農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員について

令和２年１２月１９日に任期満了となる農業委員会委員及び農地

利用最適化推進委員について、６月１８日から７月１７日までの１

か月間、候補者の推薦及び募集をします。

農業委員会委員は、候補者を９月定例会に人事案件として提案す

る予定です。また、農地利用最適化推進委員は、現農業委員による

推進委員候補者評価委員会の意見を参考に候補者を決定する予定で

す。いずれの委員も任期は、令和２年１２月２０日から令和５年１
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２月１９日までです。

◇水稲の春作業の状況及び令和２年産米の生産動向について

水稲の春作業については、この冬の記録的な暖冬少雪の影響で水

不足が心配されていましたが、４月の雨量が多かったこともあり、

農業用水が確保されました。しかし、５月に入り降雨や気温の低い

日が続き、田植え作業はやや遅れていましたが、５月２４日には、

田植えの盛期を迎え、ほぼ平年並みの終期と伺っています。

本年産米の作付計画の集計では、昨年１２月に仙北市地域農業再

生協議会から、ＪＡや集荷業者等の方針作成者に提示した「生産の

目安」（１５，０９１ｔ）以内となっています。

一方、主食用米の作付傾向については、前年並としていることか

ら、需要に応じた生産が一層求められます。さらに新型コロナウイ

ルス感染症拡大に伴う外食等の需要が落ち込む懸念もあり、６月末

の確定数値の提出時まで引き続き注視します。また、需要に応じた

米生産に努めるよう関係機関と連携し啓発活動を実施します。

【建設部】

◇道路事業期成同盟会について

国道４６号「地域高規格道路」盛岡秋田道路整備促進期成同盟会

総会、地域高規格道路大曲・鷹巣道路整備促進期成同盟会総会は、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面開催となりました。

両同盟会の総会提出案件は、全会員から承認をいただきましたの

で、要望活動を含めた事業を展開していきます。

国道１０５号大曲鷹巣道路の仙北・北秋田両市境の大覚野峠を含

む１４．３ｋｍは、今年度国の直轄工事に関する調査費が予算化さ

れ、地元の要望を踏まえた事業化への大きな前進となりました。

今後も関係する自治体と連携し、両同盟会活動を強力に進めます。

議会の皆様のご理解・ご協力をお願いします。
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【医療局】

◇令和元年度決算見込みについて

市立田沢湖病院は、２，３０２万４千円の黒字見込みです。年間

を通じて一定の病床利用率を維持できたことにより、医業収益が改

善したほか、職員給与費が減少したことが主な要因です。

市立角館総合病院は、１億８，８１０万７千円の赤字見込みです。

しかし、診療単価の増による医業収益の改善や、令和元年度は大き

な特別損失がなかったことから、前年度決算の約１０億円の赤字か

ら大幅な改善となる見込みです。

なお、病院の今後の経営については、もちろん新型コロナウイル

ス感染症対策で施設の改修や検査体制の拡充を進めますが、今後も

出控えが続くことで患者数の減少が予想されます。第２波、第３波

対策でも地域医療の確保は重要案件です。万が一にも経営の悪化で

医療提供など停滞しないよう、関係省庁には感染者の有無に関わら

ず、収益減少に対する手立てをいただけるよう、様々な場面で要請

活動を行いたいと思います。議会のご協力をよろしくお願いします。

以上、主要事項及び諸般の報告を申し上げました。本定例会に提

案している案件は報告関係４件、条例関係１２件、予算関係７件、

人事関係６件、その他４件の計３３件です。

慎重審議の上、全議案についてご可決を賜りますようお願い申し

上げ、市政報告とします。


